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             紀美野町第１回臨時会会議録 

             平成２９年５月１１日（木曜日） 

――――――――――――――――――― 

○議事日程（第１号） 

 平成２９年５月１１日（木）午前１０時開議 

 第 １        会議録署名議員の指名について 

 第 ２        会期の決定について 

 第 ３        諸般の報告について 

 第 ４ 議案第３７号 専決処分の承認を求めることについて 

            （紀美野町税条例の一部を改正する条例について） 

 第 ５ 議案第３８号 専決処分の承認を求めることについて 

            （紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について） 

 第 ６ 議案第３９号 専決処分の承認を求めることについて 

            （紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

            について） 

 第 ７ 議案第４０号 専決処分の承認を求めることについて 

            （平成２８年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 

            ４号）について） 

 第 ８ 選任第 １号 常任委員の選任について 

 第 ９ 選任第 ２号 議会運営委員の選任について 

 第１０ 選挙第 １号 国民健康保険野上厚生病院組合議会議員選挙について 

○追加議事日程（第１号の追加１） 

 第 １        議長辞職の件について 

 第 ２ 選挙第 ２号 議長選挙について 

 第 ３        副議長辞職の件について 

 第 ４ 選挙第 ３号 副議長選挙について 

 第 ５        議席の一部変更について 

 第 ６ 選挙第 ４号 海南海草老人福祉施設事務組合議会議員選挙について 

 第 ７ 選挙第 ５号 海南海草環境衛生施設組合議会議員選挙について 

 第 ８ 選挙第 ６号 五色台広域施設組合議会議員選挙について 
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 第 ９ 選挙第 ７号 和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について 

 第１０ 選挙第 ８号 紀の海広域施設組合議会議員選挙について 

 第１１ 議案第４１号 監査委員の選任の同意について 

 第１２        議員派遣の件について 

 第１３        閉会中の継続審査の申し出について 

            （産業建設常任委員会） 

 第１４        閉会中の継続調査の申し出について 

            （総務文教常任委員会） 

 第１５        閉会中の継続調査の申し出について 

            （産業建設常任委員会） 

 第１６        閉会中の継続調査の申し出について 

            （議会運営委員会） 

――――――――――――――――――― 

○会議に付した事件 

 日程第１から第１０まで 

 追加日程第１から第１６ 

――――――――――――――――――― 

○議員定数 １２名 

――――――――――――――――――― 

○出席議員        議席番号   氏   名 

               １番 南   昭 和 君 

               ２番 上 柏 睆 亮 君 

               ３番 七良浴   光 君 

               ４番 町 田 富枝子 君 

               ５番 田 代 哲 郎 君 

               ６番 西 口   優 君 

               ８番 向井中 洋 二 君 

               ９番 伊 都 堅 仁 君 

              １０番 美 野 勝 男 君 

              １１番 美 濃 良 和 君 
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              １２番 小 椋 孝 一 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席議員 

               ７番 北 道 勝 彦 君 

――――――――――――――――――― 

○説明のため出席したもの 

             職   名    氏   名 

            町 長 寺 本 光 嘉 君 

            副 町 長 小 川 裕 康 君 

            消 防 長 家 本   宏 君 

            総 務 課 長 細 峪 康 則 君 

            企画管財課長 坂   詳 吾 君 

            住 民 課 長 仲 岡 みち子 君 

            税 務 課 長 中 谷 昌 弘 君 

            保健福祉課長 湯 上 ひとみ 君 

            産 業 課 長 米 田 和 弘 君 

            建 設 課 長 井 村 本 彦 君 

            教 育 次 長 湯 上 章 夫 君 

            会 計 管 理 者 北 山   仁 君 

            水 道 課 長 山 本 訓 永 君 

            まちづくり課長 西 岡 靖 倫 君 

            美 里 支 所 長 山 口 典 子 君 

            代表監査委員 向 江 信 夫 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席したもの 

            教 育 長 橋 戸 常 年 君 

――――――――――――――――――― 

○出席事務局職員 

            事 務 局 長 田 中 克 治 君 

            次 長 井戸向 朋 紀 君 
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 開 会 

○議長（小椋孝一君）    北道議員から欠席届が提出されていますので報告します。 

  ただいまの出席議員は１１名です。したがって、規定の定足数に達しておりますので、

ただいまから平成２９年第１回紀美野町議会臨時会を開会します。 

（午前１０時００分） 

――――――――――――――――――― 

○議長（小椋孝一君）    これから本日の会議を開きます。 

  本日の日程は、お手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（小椋孝一君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、１番、南 昭和

君、２番、上柏睆亮君を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（小椋孝一君）    日程第２、会期の決定について議題とします。 

  お諮りします。 

  本臨時会は、本日１日限りにしたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本臨時会の会期は、本日１日限りに決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告について 

○議長（小椋孝一君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  紀美野町代表監査並びに監査委員から例月出納検査結果に関する報告書及び財政援助

団体等監査に関する報告書等が提出されています。 

  お手元に配付のとおりでありますので、御了承願います。 

  次に、本臨時会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  以上で諸般の報告を終わります。 

◎日程第４ 議案第３７号 専決処分の承認を求めることについて 

             （紀美野町税条例の一部を改正する条例について） 

◎日程第５ 議案第３８号 専決処分の承認を求めることについて 
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             （紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につい 

             て） 

○議長（小椋孝一君）    日程第４、議案第３７号、専決処分の承認を求めることに

ついて（紀美野町税条例の一部を改正する条例について及び日程第５、議案第３８号、

専決処分の承認を求めることについて（紀美野町国民健康保険条例の一部を改正する条

例についてを一括議題とします。 

  説明を願います。 

  税務課長、中谷君。 

（税務課長 中谷昌弘君 登壇） 

○税務課長（中谷昌弘君）    それでは、私から議案第３７号並びに議案第３８号に

ついて御説明をさせていただきます。 

  議案書の１ページをお開きください。 

  議案第３７号、専決処分の承認を求めることについて 

  紀美野町税条例の一部を改正する条例について、地方自治法第１７９条第１項の規定

により次のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により、これを報告し、承認を

求める。 

                 平成２９年５月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  次のページをお開きください。 

  専決処分書 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により、紀美野町税条例の一部を改正する条例を

別紙のとおり専決処分する。 

                   平成２９年３月３１日 紀美野町長 寺本光嘉 

  理由でございますが、平成２９年３月３１日において地方税法等の一部を改正する法

律等が公布され、平成２９年４月１日から施行されることに伴い、紀美野町税条例の一

部を改正する必要が生じたためでございます。 

  次の３ページをお開きください。 

  紀美野町税条例の一部を改正する条例 

                              平成２９年３月３１日 

                              条例第   ９  号 

  紀美野町税条例の一部を次のように改正する。 
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  改正内容でございますが、第３３条第４項の改正につきましては、特定配当等、いわ

ゆる上場株式等の配当に係る所得について、提出された申告書に記載された事項、その

他の事項を勘案して課税方式を決定できることを明確化したものでございます。 

  個人住民税の配当割の課税標準である特定配当等のうち特定上場株式等の配当等につ

いては、所得税、個人住民税ともに総合課税、申告不要、申告分離課税のいずれかを選

択することとされているところでございますが、所得税の確定申告が提出されている場

合であっても個人住民税の申告書が提出された場合には、個人町民税の申告書に記載さ

れた事項をもとに課税できることを明確化したものでございます。 

  続いて、同ページ中段の第３３条第６項につきましては、同じように特定株式等譲渡

所得割について、総合課税は選択できませんが、申告不要、申告分離課税を選択できる

こととなり、御説明をいたしました第３３条第４項と同様の改正を行うものでございま

す。 

  続いて、同ページ下段から次の４ページにかけまして第３４条の９につきましては、

先ほども御説明をいたしました第３３条の改正に伴う所要の文言の改正でございます。 

  続いて、４ページ上段の４８条につきましては、これも法律改正に合わせた文言の改

正でございます。 

  続いて、中段の第５０条につきましても、法律改正に合わせた文言の改正となってご

ざいます。 

  続いて、下段の第６１条第８項につきましては、震災等により滅失等をした償却資産

にかわる償却資産等に対する固定資産税の課税標準の特例について規定したものでござ

います。震災等により滅失し、または損壊した償却資産の所有者等が政令で定める区域

内において当該震災等の発生した日から被災年の翌年の３月３１日から起算して４年を

経過するまでの間に滅失、もしくは損壊した償却資産にかわるものと認めた償却資産の

取得、または損壊した償却資産の改良を行った場合における当該償却資産に対しては、

法の規定にかかわらず４年度分の固定資産税に限り課税標準の２分の１とすると、法規

定の新設及び法律の改正でございます。 

  続いて、その下でございます。第６１条の２第１項につきましては、地方税法第３４

９条の３第２８項に規定する家庭的保育事業、第２項につきましては、同条第２９項に

規定する居宅訪問型保育事業、第３項は同条第３項に規定する事業所内保育事業に係る

固定資産税の特例を定めたもので、地域の実情を反映させることができるようわがまち
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特例を導入し、特例割合を課税標準の２分の１とする。法律の改正に合わせた新設によ

るものでございます。保育の受け皿整備の促進のための税制上の所要の措置でございま

す。 

  次に、５ページをお開きください。 

  第６３条の２につきましては、居住用の超高層建築物、いわゆる高さ６０メートルを

超えるような建築物でございます。に係る税額の按分方法について規定をしたもので、

現在マンション等の固定資産税は、土地の公示価格や建物の時価などをもとにまず１棟

全体の評価額を算定した上で床面積の割合に応じて各戸の税額を算出してございます。

したがって、階層上下に関係なく床面積が同じであれば同じ税額となりますが、実際の

販売価格、評価額においては、高い高層階のほうが低い低層階より高いのが現状でござ

いますので、今回の改正では、同じ棟でも階層が１階増すごとに補正率を加えた数値と

なるよう法律改正に合わせて改正をしたものでございます。 

  続いて、６３条の３につきましては、地方税法３４９条の３の３第１項に規定する被

災市街地復興推進地域に定められた場合においては、震災発生後４年度分に限り所有者

の申し出により、従前の共用に係る税額の按分方法と同様の取り扱いを受けるようにす

るため、法律改正に合わせて改正をするものでございます。 

  続いて、中段の第７４条の２につきましては、震災等により滅失、損壊した住宅の敷

地であった土地について、住宅が再建されていない場合であっても、住宅用地の特例で

震災等の発生後２年分当該土地を住宅用地とみなすことができる特例措置が講じられて

ございますが、この被災住宅用地特例について、被災市街地復興推進地域が定められた

場合には、特例を適用できる期間を２年度分から４年度分に拡充することとする改正で

ございます。 

  続いて、附則第５条につきましては、控除対象配偶者の定義の変更に伴う条文の整備

でございます。控除対象配偶者を定義している所得税法の規定が整備され、現行の控除

対象配偶者が同一生計配偶者と改められるものでございます。同一生計配偶者につきま

しては、居住者の配偶者でその居住者と生計を１つにする者のうち、合計所得金額が３

８万円以下であるものでございます。この条件としては、文言が変わっておりますが、

原則、現行と同じような形でございます。 

  続いて、附則第８条でございますが、これにつきましては、肉用牛の売却による事業

所得に係る課税の特例について、適用期限を３年間延長するもので法律改正にあわせて
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改正をするものでございます。 

  続いて、５ページ、下段にございます附則第１０条につきましては、法附則第１５条

の３の２及び法第３４９条の３の４が整備されたことに伴う読みかえ規定でございます。 

  地方税法第３４９条の３の４と申しますのは、６１条の第８項の改正にございました

震災等により滅失した償却資産にかわる償却資産に対する固定資産税の課税標準の特例

のことを指してございます。 

  続いて、５ページ下段から６ページにかけまして附則第１０条の２につきましては、

これにつきましては新旧対照表にも記載をしてございますが、第１項から第５項までに

つきましては、法改正に伴う条連れの整備、第６項につきましては、適用期限の終わっ

た法附則第１５条第４０項に規定するフロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関す

る法律に規定するノンフロン製品を利用した陳列棚であるとか業務用の冷凍・冷蔵機器

設備に係るこの特例が平成２９年３月３１日をもって廃止されましたので、それにかわ

るものとして法附則第１５条第４４項に規定する企業主導型保育事業に係る固定資産税

の特割をわがまち特例で定めた規定で、法律改正に合わせて改正及び新設するものでご

ざいます。 

  先ほども申し上げましたが、新旧対照表にも記載をしてございますが、第１項から第

５項までの条連れのことでございます。 

  第１項から第５項までにつきましては、電気事業者による再生可能エネルギーの電気

の調達に関する特別章に規定する再生可能エネルギーの発電設備を指してございます。 

  第１項につきましては太陽光発電設備、第２項につきましては風力発電設備、第３項

につきましては水力発電設備、第４項につきましては地熱発電設備、第５項につきまし

てはバイオマス発電設備となってございます。その後、第６項の先ほども御説明しまし

たフロンの関係でございます。これが期間が終わったことで廃止をされ、新たに第６項

に企業主導型保育事業に係る特例の措置が追加されたものでございます。 

  続いて、附則第１０条の３につきましては、法附則第１５条の９の２第１項及び同条

第４項に規定する耐震改修が行われた、いわゆる認定長期優良住宅等に対する固定資産

税の減額を受けようとする者が、提出する申告書について法規定の新設に合わせて新設

及び改正をするものでございます。 

  次に、７ページをお開きください。 

  ページ中段の附則第１６条につきましては、現行の特例措置であります軽自動車税の
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グリーン化特例が２年間延長されたことによる改正でございます。 

  平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日までの間に初回車両番号指定を受けた

場合には、平成３０年度分の軽自動車税に限り、また、平成３０年４月１日から平成３

１年３月３１日までの間に初回車両番号指定を受けた場合には、平成３１年度分の軽自

動車税に限りそれぞれ一定の燃費基準等を満たしている車両が軽減されることとなりま

す。 

  第５項につきましては、電気自動車等で軽減率は７５％、第６項につきましては、２

０２０年度燃費基準プラス３０％達成車で軽減率は５０％、第７項は、２０２０年度燃

費基準プラス１０％達成車で軽減率は２５％と燃費基準より軽減率は変わってございま

す。 

  次に、８ページをお開きください。 

  中ほどの附則第１６条の２でございますが、これにつきましては軽自動車税の賦課徴

収の特例を定めたものでございます。燃費性能を不正の手段により認定等を受け取り消

された場合について規定したもので、適用がある場合には、不足税額に１００分の１０

を乗じて計算した金額を加算するもので法規定の新設に合わせて整備するものでござい

ます。これについては、いわゆる皆様も御存じのとおり、三菱自動車の不正の関係の条

文の整備でございます。 

  続いて、８ページ下段から９ページにかけまして附則第１６条の３第２項につきまし

ては、上場株式等に係る配当所得に係る町民税の課税の特例を定めたものでございます。 

  前に御説明をいたしました第３３条の第４項、第６項と同様に提出された申告書に記

載された事項、その他の事情を勘案して課税方式を決定できることということを明確化

したものでございます。 

  続いて、附則第１７条の２でございますが、これは優良住宅の造成等のために土地等

を譲渡した場合の長期譲渡所得に係る課税の特例について、適用期限を３年間延長する

規定及び法改正に伴う規定の整備でございます。期間を延長するものでございます。 

  続いて、附則第２０条の２第４項につきましては、特例適用配当に係る所得、また、

附則第２０条の３第４項につきましては、条約適用配当等に係る所得についての特例を

定めたものでございます。これも第３３条第４項、第６項と同様に改正をするものでご

ざいます。 

  次に、１０ページをお開きください。 
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  附則第２０条の３第６項につきましては、附則第２０条の２第４項、今御説明をしま

した、その改正に伴う規定の整備でございます。 

  附則につきましては、施行期日、第１条、この条例は、平成２９年４月１日から施行

する。ただし、次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行するものとする

ものでございます。 

  第１号につきましては、附則第６条の規定は公布の日から、第２号につきましては、

附則第５条第１項の改正規定及び次条第２項の規定につきましては平成３１年１月１日

から、第３号につきましては、附則第５条の規定は平成３１年１０月１日から施行する

ものでございます。 

  第２条につきましては、町民税に関する経過措置でございます。 

  次のページをお開きください。１１ページでございます。 

  第３条につきましては、固定資産税に関する経過措置でございます。 

  第４条につきましては、軽自動車税に関する経過措置でございます。 

  続いて、１２ページから１３ページにかけまして附則第５条による改正と附則第６条

による改正は、附則第１６条の改正に伴う所要の規定の整備でございます。 

  条文の中の文言の整備でございます。新旧対照表の１ページから３２ページを順次御

確認を賜りますようよろしくお願いいたします。 

  以上、簡単ではございますが、御説明とさせていただきます。 

  それでは、続いて、議案第３８号について御説明をさせていただきます。 

  議案書の１４ページをお開きください。 

  議案第３８号、専決処分の承認を求めることについて。 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、地方自治法第１７９条

第１項の規定により次のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により、これを報

告し、承認を求める。 

                 平成２９年５月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  次の１５ページをお開きください。 

  専決処分書 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により、紀美野町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例を別紙のとおり専決処分する。 

                   平成２９年３月３１日 紀美野町長 寺本光嘉 
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  理由でございますが、平成２９年３月３１日において地方税法等の一部を改正する法

律等が公布され、平成２９年４月１日から施行されることに伴い、紀美野町国民健康保

険税条例の一部を改正する必要が生じたためでございます。 

  次に、１６ページをごらんください。 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 

                              平成２９年３月３１日 

                              条例第  １０  号 

  紀美野町国民健康保険税条例の一部を次のように改正する。 

  このことにつきましては、国民健康保険法施行令の一部を改正する政令及び地方税法

施行令の一部改正に伴うものでございます。 

  改正内容につきましては、第２３条国民健康保険税の減額の第２号中「２６万５,０

００円」を「２７万円」に改め、同条第３号中「第１項」を削り、法第３１４条の２第

３項に規定する金額を「３３万円」に、「４８万円」を「４９万円」に改めるものでご

ざいます。 

  改正内容につきましては、５割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得の算定において、

被保険者の数に乗ずべき金額を「２６万５,０００円」から「２７万円」に、２割軽減

の対象となる世帯の軽減判定所得の算定において、保険者の数に乗ずべき金額を「４８

万円」から「４９万円」にそれぞれ引き上げる改正及び条文の整備でございます。 

  附則 

  施行期日につきましては、第１条、この条例は、平成２９年４月１日から施行するも

のでございます。 

  適用区分につきましては、第２条、この条例による改正後の紀美野町国民健康保険税

条例の規定は、平成２９年度以後の年度分の国民健康保険税について適用し、平成２８

年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例によるものでございます。 

  新旧対照表３３ページから３４ページを順次御確認賜りますようよろしくお願いいた

します。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきます。 

（税務課長 中谷昌弘君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    これから質疑を行います。 

  ５番、田代哲郎君。 
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（５番 田代哲郎君 登壇） 

○５番（田代哲郎君）    議案書１６ページの紀美野町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例について質疑をいたします。 

  ただ、軽減措置の基準の金額が改められて、２３条第２項中と、いわゆる同条第３号

中、それから１２条の第２項に判定する金額について、この改正で対象とされる世帯数

はどの程度なのか答弁を求めます。 

（５番 田代哲郎君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    税務課長、中谷君。 

（税務課長 中谷昌弘君 登壇） 

○税務課長（中谷昌弘君）    それでは、ただいまの田代議員の御質疑についてお答

えをさせていただきます。 

  軽減につきましては、平成２９年１月末現在の数字でございます。５割軽減につきま

しては、均等割につきましては５６１名、９１３万２,５６２円でございます。それに

対して７名の増、１２万３,９００円の増となってございます。次に、平等割について

の５割軽減でございます。平成２９年１月末現在で２８９世帯、３９６万５,９７０円

に対しまして４世帯の増、５万７,０３０円の増となります。 

  続いて、２割軽減でございます。均等割につきましては４０５名、２５９万７,６９

０円に対しまして５名の増、２万５,４４０円の増でございます。続いて、平等割につ

いての２割軽減につきましては２１９世帯、１１５万１５７円に対しまして４世帯の増、

１万６,３６４円の増、合計では被保険者均等割につきましては１２名の増、平等割に

つきましては世帯数８世帯の増となり、金額につきましては２２万２,７３４円、平成

２９年１月末現在では試算をしております。 

  以上でございます。御理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

（税務課長 中谷昌弘君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    ほかに質疑ありませんか。 

  １１番、美濃良和君。 

（１１番 美濃良和君 登壇） 

○１１番（美濃良和君）    それでは、聞いておきたいと思います。 

  １６ページの紀美野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例で、今、軽減につい

て答弁があったんですけども、その中に法第３１４条の２第２項に規定する金額という
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のが３３万円に数字として上がったと、こういうふうに変更されたということなんです。

これについては基礎控除が住民税の場合３７万円であるんで、この規定する金額が３３

万円に変わったということについての説明を求めたいと思います。 

  あと今、一応確認ですけども、３ページの町税条例の一部の改正で、基本になるとこ

ろというのは文言の変更は聞いたんですけども、分離課税か総合課税かというところど

っちをとってもいいというふうになったと聞いたんですけども、それでよろしいんです

ね、確認したいと思います。 

（１１番 美濃良和君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    税務課長、中谷君。 

（税務課長 中谷昌弘君 登壇） 

○税務課長（中谷昌弘君）    それでは、ただいまの美濃議員の御質疑についてお答

えいたします。 

  まず、国民健康保険税条例のいわゆる３３万円のことでございますが、これにつきま

しては７割軽減の基礎控除となる金額が３３万円ということになってございますので、

法第３１４条の２第２項に規定する金額ということで、それを３３万円に改めるという

ことでございますが、これはあくまで条文の中の整備でございます。３３万円について

は、基礎控除額ということで御理解を賜りたいと思います。 

  続いて、町条例の中で恐らく御質問は３３条のことであろうかと思います。 

  これにつきましては、既に現状で総合課税申告、分離課税のいずれかを選択するとい

うことがされていますが、改めて明記したという改正でございます。これにつきまして

は、いわゆる所得税と住民税で異なる課税方式を選択することが可能であるということ

を改めて明確化したものでございます。 

  いろんな人によってのケースはいろいろ考えられると思いますが、メリットで申し上

げますと、上場株式等の配当所得については総合課税、住民税については申告不要制度

等を選択することで所得に係る住民税の負担を抑えるケース、それともう１つは、その

住民税を申告不要制度にすることによって各いろんな国民健康保険税であったり、医療

保険であったり、介護保険であったりという部分の増加を抑えられるというケースがご

ざいます。必ず全ての方が対象になるかどうかわかりませんが、税率の範囲の中で選択

することが可能になったということを明文化したものでございますので御理解を賜りた

いと思います。 
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  以上でございます。 

（税務課長 中谷昌弘君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    １１番、美濃良和君。 

○１１番（美濃良和君）    健康保険税については了解しました。 

  町民税ですけども、今、要するにそれぞれ納税者のほうで好きなほうというんですか、

自分の有利なほうをとったらいいということなんですよね、それだけ確認したいと思い

ます。 

○議長（小椋孝一君）    税務課長、中谷君。 

○税務課長（中谷昌弘君）    そういうことで御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（小椋孝一君）    ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで質疑を終わります。 

  これから議案第３７号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第３７号、専決処分につき承認を求める件を採決します。 

  本件は、承認することに異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第３７号、専決処分につき承認を求める件は、承認することに決定

しました。 

  これから議案第３８号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 
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  これから議案第３８号、専決処分につき承認を求める件を採決します。 

  本件は、承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第３８号、専決処分につき承認を求める件は、承認することに決定

しました。 

◎日程第６ 議案第３９号 専決処分の承認を求めることについて 

             （紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条 

             例について 

○議長（小椋孝一君）    日程第６、議案第３９号、専決処分の承認を求めることに

ついて（紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について議題とし

ます。 

  説明を願います。 

  消防長、家本君。 

○消防長（家本 宏君）    それでは、議案書の１７ページをお開きください。 

  議案第３９号、専決処分の承認を求めることについて。 

  紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について、地方自治法第

１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により、

これを報告し、承認を求める。 

                 平成２９年５月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  １８ページをごらんください。 

  専決処分書 

  地方自治法第１７９条第１項の規定により、紀美野町消防団員等公務災害補償条例の

一部を改正する条例を別紙のとおり専決処分する。 

                   平成２９年３月３１日 紀美野町長 寺本光嘉 

  理由でございます。 

  平成２９年４月１日において非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令の

一部が改正されることに伴い、紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する

必要が生じたためでございます。 

  １９ページをお開きください。 
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  紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例 

                              平成２９年３月３１日 

                              条例第  １１  号 

  紀美野町消防団員等公務災害補償条例の一部を次のように改正する。 

  新旧対照表の３５ページから３７ページもあわせてごらんいただきたいと思います。 

  第５条第２項第１号中「にあっては」を「には」に、「によって」を「により」に改

め、同項第２号中「にあっては」を「には」に改め、同条第３項中「によって」を「に

より」に、「４３３円」を「３３３円」に改め、「第２号」の次に「に該当する扶養親

族については１人につき２６７円（非常勤消防団員等に第１号に該当する者がない場合

には、そのうち１人については３３３円）を、第３号」を加え、「第５号」を「第６

号」に、「掲げる者」を「該当する者及び第２号に該当する扶養親族」に、「にあって

は」を「には」に、「３６７円」を「３００円」に改め、同項第２号中「及び孫」を削

り、同項中第５号を第６号とし、第４号を第５号とし、第３号を第４号とし、第２号の

次に次の１号を加える。 

  （３）２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの間にある孫。 

  第５条第４項中「満１５歳」を「１５歳」に、「満２２歳」を「２２歳」に改め、

「以下」の次に「この項において」を加える。 

  附則 

  施行期日 

  １ この条例は、平成２９年４月１日から施行する。 

  経過措置 

  ２ この条例による改正後の紀美野町消防団員等公務災害補償条例（次項において

「新条例」という。）第５条第３項の規定は、この条例の施行の日（以下この項及び次

項において「施行日」という。）以後に支給すべき事由の生じた紀美野町消防団員等公

務災害補償条例同条第１項に規定する損害補償（以下「損害補償」という。）及び施行

日前に支給すべき事由の生じた施行日以後の期間に係る同条例第４条第３項に規定する

消防補償年金、同条第４号アに規定する障害補償年金及び同条第６号アに規定する遺族

補償年金（以下この項において「傷病補償年金等」という。）について適用し、施行日

前に支給すべき事由の生じた損害補償（傷病補償年金等を除く。）及び施行日前に支給

すべき事由の生じた施行日前の期間に係る傷病補償年金等については、なお従前の例に
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よる。 

  ３ 改正前の紀美野町消防団員等公務災害補償条例（以下「旧条例」という。）第５

条第３項の規定に基づき、平成２９年４月１日からこの条例の施行日の前日までの間に、

非常勤消防団員等の扶養親族のうち、２２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの

間にある子について加算された補償基礎額により支給された旧条例の規定に基づく損害

補償は、新条例による損害補償の内払いとみなす。 

  今回の改正について簡単に御説明をさせていただきます。 

  非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令による損害補償の支給額は、療

養補償及び介護補償を除き全て同政令別表に定める補償基礎額を基礎とし、これに一定

の割合、または日数を乗じて算定するよう定められています。 

  同政令第２条第３項の各号に掲げるもので、災害発生時において他に生計の道がなく、

主として非常勤消防団員等の扶養を受けていた者がある場合、常勤職員の扶養手当に準

じて補償基礎額に一定の金額を加算することとされているところです。この額は、一般

職の職員の給与に関する法律に定められている扶養手当支給額を日額換算したもので、

昨年１１月に給与法が改正されまして、平成２９年度以降扶養手当の支給額が改定され

ることとなりました。 

  これに伴いまして同政令に定める補償基礎額の加算額についても改定する必要が生じ

たことから、同政令の一部を改正する政令が平成２９年３月２９日に公布され、同年４

月１日から施行されましたので専決処分をさせていただいたところです。 

  以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

（消防長 家本 宏君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで質疑を終わります。 

  これから議案第３９号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 
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  これから議案第３９号、専決処分につき承認を求める件を採決します。 

  本案は、承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第３９号、専決処分につき承認を求める件は、承認することに決定

しました。 

◎日程第７ 議案第４０号 専決処分の承認を求めることについて 

             （平成２８年度紀美野町高齢者医療特別会計補正予算（第４ 

             号）について 

○議長（小椋孝一君）    日程第７、議案第４０号、専決処分の承認を求めることに

ついて（平成２８年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）について議

題とします。 

  説明を願います。 

  住民課長、仲岡君。 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    議案書の２１ページをごらんください。 

  議案第４０号、専決処分の承認を求めることについて。 

  平成２８年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）について、地方自

治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分したので、同条第３項の規定に

より、これを報告し、承認を求める。 

                 平成２９年５月１１日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由につきましては、地方自治法第１７９条第３項の規定により報告し、承認を

求めるためであります。 

  次のページをお願いいたします。 

  専決処分書でございます。 

  これにつきましては、平成２９年３月３１日に専決処分を行っております。 

  専決理由につきましては、後期高齢者医療保険料の増加により、これをもとに算定さ

れる後期高齢者医療広域連合納付金が増加し、所要の補正を行う必要が生じたためでご

ざいます。 

  ２４ページをお願いいたします。 
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  平成２８年度紀美野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 

  平成２８年度紀美野町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）は、次に定める

ところによる。 

  歳入歳出予算の補正 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５１万５,０００円を追加し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億３,５０４万円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

                   平成２９年３月３１日 紀美野町長 寺本光嘉 

  ２９ページをお願いいたします。 

  ２の歳入でございます。 

  １款保険料、１項１目後期高齢者医療保険料でございます。補正額で５１万５,００

０円、これにつきましては特別徴収保険料でございます。 

  次のページをお願いいたします。 

  ３の歳出です。 

  ２款後期高齢者医療広域連合納付金、１項１目後期高齢者医療広域連合納付金で５１

万５,０００円の補正でございます。これにつきましては、後期高齢者医療広域連合納

付金として３月末納付額の不足額を補う分でございます。 

  以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    これから質疑を行います。 

  ５番、田代哲郎君。 

（５番 田代哲郎君 登壇） 

○５番（田代哲郎君）    ２９ページと３０ページの歳入歳出明細書ですが、５１万

５,０００円の後期高齢者医療保険料がふえたので、それを納付金に充当するというこ

とだと思います。中身は特別徴収保険料で５１万５,０００円ふえているということで、

その理由ですが、被保険者がふえたということなのか、その点についてちょっと確認さ

せてください。被保険者がふえなかったらこういうことにならないと思うので。 

（５番 田代哲郎君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    税務課長、中谷君。 
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（税務課長 中谷昌弘君 登壇） 

○税務課長（中谷昌弘君）    それでは、私のほうから田代議員の御質疑について御

説明をさせていただきます。 

  御質疑によりますと、どういうふうな形で増額になったかということでございます。 

  議員おっしゃるように、全体を見れば被保険者数というのは減ってございます。減っ

ている分、当初考えていた分、所得が多い被保険者がふえたということの当然減額の要

因につきましては、人数が減るということはほとんど亡くなられた方ということになる

んですが、その方につきまして、いわゆる軽減が係る一番安い保険料の方がほとんどで

ございます。その分について減った分、また所得が多い方で軽減がかからないという方

がふえた分のその差が増額になったということで御理解を賜りたいと存じます。 

  以上でございます。 

（税務課長 中谷昌弘君 降壇） 

○議長（小椋孝一君）    ５番、田代哲郎君。 

○５番（田代哲郎君）    確認ですけど、我が町の後期高齢者医療の被保険者数とい

うのは、全体で見れば県下の自治体では珍しいことなんですけど、減っているんです、

毎年。ただ、減っているけども、減りながらも年度途中でふえた分についてということ

だろうと思うんですけど、それが５１万５,０００円ということでふえたので、その分

について納付金に算定して算出するんだということだと思うんですけど、いわゆる軽減

のかからないということで、所得水準が。これは特別徴収の保険料なんで、新たに入っ

てくる人に特別徴収で、保険料というのは年度初めにかけて徴収するので指定組んで決

まってるので、ただ、後から入ってこられた分の所得が高い人でこういうことになるん

だと、そういうことでよろしいでしょうか答弁求めます。 

○議長（小椋孝一君）    税務課長、中谷君。 

○税務課長（中谷昌弘君）    それでは、田代議員の再質疑にお答えをいたします。 

  議員おっしゃるとおり、そう御理解をいただければと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（小椋孝一君）    ほかに質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで質疑を終わります。 

  これから議案第４０号に対し討論を行います。 
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  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    これで討論を終わります。 

  これから議案第４０号、専決処分につき承認を求める件を採決します。 

  本件は、承認することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小椋孝一君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議案第４０号、専決処分につき承認を求める件は、承認することに決定

しました。 

  しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１１時０１分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○副議長（向井中洋二君）    それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時１１分） 

○副議長（向井中洋二君）    ただいま議長の小椋孝一君から議長の辞職願が提出さ

れました。 

  したがって、地方自治法第１０６条第１項の規定により議長の職務を行います。 

  お諮りします。 

  議長辞職の件について、日程に追加し、追加日程第１として日程の順序を変更し、直

ちに議題とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（向井中洋二君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議長辞職の件について日程に追加し、追加日程第１として日程の順序を

変更し、直ちに議題とすることに決定しました。 

◎追加日程第１ 議長辞職の件について議題とします。 

○副議長（向井中洋二君）    追加日程第１、議長辞職の件について議題とします。 
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  地方自治法第１１７条の規定によって、小椋孝一君の退場を求めます。 

（小椋孝一議員 退場） 

○副議長（向井中洋二君）    お諮りします。 

  小椋孝一君の議長の辞職を許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（向井中洋二君）    異議なしと認めます。 

  したがって、小椋孝一君の議長辞職の件は、許可することに決定しました。 

  小椋孝一君の入場を許可します。 

（小椋孝一議員 入場） 

○副議長（向井中洋二君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１１時１２分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○副議長（向井中洋二君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時１４分） 

○副議長（向井中洋二君）    ただいま議長が欠けました。 

  お諮りします。 

  議長選挙について日程に追加し、追加日程第２、選挙第２号として日程の順序を変更

し、直ちに議題とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○副議長（向井中洋二君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議長選挙について日程に追加し、追加日程第２、選挙第２号として日程

の順序を変更し、直ちに議題とすることに決定しました。 

◎追加日程第２ 選挙第２号 議長選挙について 

○副議長（向井中洋二君）    追加日程第２、選挙第２号、議長の選挙を行います。 

  選挙は投票で行います。 

  議場の出入り口を閉めます。 

（議場閉鎖） 

○副議長（向井中洋二君）    ただいまの出席議員数は１１人です。 
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  次に、立会人を指名します。 

  会議規則第３２条第２項の規定によって、立会人に１２番小椋孝一君及び１１番美濃

良和君を指名します。 

  投票用紙を配ります。 

（投票用紙配付） 

○副議長（向井中洋二君）    念のため申し上げます。 

  投票は単記無記名です。 

  投票用紙の配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○副議長（向井中洋二君）    配付漏れなしと認めます。 

  投票箱を点検します。 

（投票箱点検） 

○副議長（向井中洋二君）    異状なしと認めます。 

  ただいまから投票を行います。１番議員から順番に投票願います。 

（投   票） 

○副議長（向井中洋二君）    投票漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○副議長（向井中洋二君）    投票漏れなしと認めます。 

  投票を終わります。 

  開票を行います。小椋孝一君及び美濃良和君、開票の立ち会いをお願いします。 

（開   票） 

○副議長（向井中洋二君）    それでは、選挙の結果を報告します。 

  投票総数   １１票 

    有効投票 １１票 

    無効投票  ０票 

  有効投票のうち、 

   美野勝男君  ６票 

  向井中洋二君  ５票 

  以上のとおりです。 

  この選挙の法定得票数は３票です。 
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  したがって、議長に美野勝男君が当選されました。 

○副議長（向井中洋二君）    議場の出入り口を開きます。 

（議場開放） 

○副議長（向井中洋二君）    ただいま議長に当選されました美野勝男君が議場にお

られます。会議規則第３３条第２項の規定によって当選の告知をします。 

  しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１１時２３分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時２８分） 

○議長（美野勝男君）    お諮りします。 

  副議長向井中洋二君から副議長の辞職願が提出されています。 

  副議長の辞職の件について日程に追加し、追加日程第３として日程の順序を変更し、

直ちに議題とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、副議長辞職の件について日程に追加し、追加日程第３として日程の順序

を変更し、直ちに議題とすることに決定しました。 

◎追加日程第３ 副議長辞職の件について 

○議長（美野勝男君）    追加日程第３、副議長辞職の件について議題とします。 

  地方自治法第１１７条の規定によって向井中洋二君の退場を求めます。 

（向井中洋二議員 退場） 

○議長（美野勝男君）    お諮りします。 

  向井中洋二君の副議長の辞職を許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、向井中洋二君の副議長辞職の件は許可することに決定しました。 

  向井中洋二君の入場を許します。 
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（向井中洋二議員 入場） 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１１時３０分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１１時３１分） 

○議長（美野勝男君）    ただいま副議長が欠けました。 

  お諮りします。 

  副議長選挙について日程に追加し、追加日程第４、選挙第３号として日程の順序を変

更し、直ちに議題とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１１時３２分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 １時２８分） 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午後 １時２８分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時００分） 

◎追加日程第４ 選第３号 副議長選挙について 

○議長（美野勝男君）    追加日程第４、選第３号、副議長の選挙を行います。 

  お諮りします。 
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  選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によって指名推選にした

いと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、選挙の方法は指名推選で行うことに決定しました。 

  お諮りします。 

  指名の方法については、議長から指名することにしたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議長が指名することに決定しました。 

  副議長に西口 優君を指名します。 

  お諮りします。 

  ただいま議長が指名いたしました西口 優君を副議長の当選人と定めることに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、ただいま指名しました西口 優君が副議長に当選されました。 

  ただいま副議長に当選されました西口 優君が議場におられます。会議規則第３３条

第２項の規定によって当選の告知をします。 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午後 ３時０２分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時０２分） 

○議長（美野勝男君）    お諮りします。 

  議席の一部変更について日程に追加し、追加日程第５として日程の順序を変更し、直



－２７－ 

ちに議題とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議席の一部変更について日程に追加し、追加日程第５として日程の順序

を変更して直ちに議題とすることに決定しました。 

  追加日程第５、議席の一部変更を行います。 

  今回の議長改選に伴い、会議規則第４条第３項の規定により、議席の一部を変更しま

す。 

  当町議会の申し合わせにより、任期途中で議長の交代があったときは、前議長は新議

長の席に着くことになっておりますので、小椋孝一君を１０番に、私が１２番にそれぞ

れ変更します。 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午後 ３時０３分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時０４分） 

◎日程第８ 選任第１号 常任委員の選任を行います。 

○議長（美野勝男君）    日程第８、選任第１号、常任委員の選任を行います。 

  お諮りいたします。 

  常任委員の選任については、委員会条例第７条第１項の規定によって、上柏睆亮君、

七良浴光君、町田富枝子君、向井中洋二君、美濃良和君、美野勝男君、以上の６人の方

を総務文教常任委員に、南昭和君、田代哲郎君、西口優君、北道勝彦君、伊都堅仁君、

小椋孝一君、以上６人の方を産業建設常任委員にそれぞれ指名したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、ただいま指名いたしました皆さんをそれぞれの常任委員に選任すること

に決定しました。 
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  しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午後 ３時０５分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時２６分） 

○議長（美野勝男君）    ただいま各常任委員会において互選されました委員長、副

委員長を発表します。 

  総務文教常任委員長に、町田富枝子君。 

     副委員長に、上柏睆亮君。 

  産業建設常任委員長に、南昭和君。 

       副委員長に、北道勝彦君。 

  以上のとおり、それぞれ選任されました。 

◎日程第９ 選任第２号 議会運営委員の選任について 

○議長（美野勝男君）    日程第９、選任第２号、議会運営委員の選任を行います。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員の選任については、委員会条例第７条第１項の規定によって、南昭和君、

七良浴光君、町田富枝子君、伊都堅仁君、小椋孝一君、美濃良和君、以上の６人の方を

議会運営委員にそれぞれ指名いたしたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、ただいま指名しました皆さんを議会運営委員に選任することに決定しま

した。 

  しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午後 ３時２８分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 
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○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ３時３７分） 

○議長（美野勝男君）    議会運営委員会の委員長及び副委員長が選任されましたの

で、その結果について御報告します。 

  議会運営委員長に、伊都堅仁君。 

     副委員長に、小椋孝一君。 

  以上のとおり選任されました。 

◎日程第１０ 選挙第１号 国民健康保険野上厚生病院組合議会議員選挙について 

○議長（美野勝男君）    日程第１０、選挙第１号、国民健康保険野上厚生病院組合

議会議員の選挙を行います。 

  お諮りします。 

  選挙の方法は、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選として議長から指

名したいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議長から指名することに決定しました。 

  国民健康保険野上厚生病院組合議会議員に、上柏睆亮君、町田富枝子君、田代哲郎君、

西口優君、向井中洋二君、伊都堅仁君、小椋孝一君、以上７人を指名します。 

  お諮りします。 

  ただいま指名したとおりで御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、国民健康保険野上厚生病院組合議会議員に、上柏睆亮君、町田富枝子君、

田代哲郎君、西口優君、向井中洋二君、伊都堅仁君、小椋孝一君、以上７人が当選され

ました。 

  会議規則第３３条第２項の規定により、当選の告知をします。 

  お諮りします。 

  海南海草老人福祉施設事務組合議会議員が辞職されましたので、海南海草老人福祉施

設事務組合議会議員の選挙を日程に追加し、追加日程第６、選挙第４号として直ちに議
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題としたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、海南海草老人福祉施設事務組合議会議員の選挙を日程に追加し、追加日

程第６、選挙第４号として直ちに議題とすることに決定しました。 

◎追加日程第６ 選挙第４号 海南海草老人福祉施設事務組合議会議員選挙について 

○議長（美野勝男君）    日程第６、選挙第４号、海南海草老人福祉施設事務組合議

会議員の選挙を行います。 

  お諮りします。 

  選挙の方法は、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選として議長から指

名したいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議長から指名することに決定しました。 

  海南海草老人福祉施設事務組合議会議員に、町田富枝子君、田代哲郎君、北道勝彦君、

西口優君を指名します。 

  ただいま指名したとおりで御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、海南海草老人福祉施設事務組合議会議員に、町田富枝子君、田代哲郎君、

北道勝彦君、西口優君が当選されました。 

  会議規則第３３条第２項の規定によって、当選の告知をします。 

  お諮りします。 

  海南海草環境衛生施設組合議会議員が辞職されましたので、海南海草環境衛生施設組

合議会議員の選挙を日程に追加し、追加日程第７、選挙第５号として直ちに議題とした

いと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、海南海草環境衛生施設組合議会議員の選挙を日程に追加し、追加日程第

７、選挙第５号として直ちに議題とすることに決定しました。 

◎追加日程第７ 選挙第５号 海南海草環境衛生施設組合議会議員選挙について 

○議長（美野勝男君）    追加日程第７、選挙第５号、海南海草環境衛生施設組合議

会議員の選挙を行います。 

  お諮りします。 

  選挙の方法は、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選として議長から指

名したいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議長から指名することに決定しました。 

  海南海草環境衛生施設組合議会議員に、南昭和君、北道勝彦君、伊都堅仁君を指名し

ます。 

  ただいま指名したとおりで御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、海南海草環境衛生施設組合議会議員に、南昭和君、北道勝彦君、伊都堅

仁君が当選されました。 

  会議規則第３３条第２項の規定によって当選の告知をします。 

  お諮りします。 

  五色台広域施設組合議会議員が辞職されましたので、五色台広域施設組合議会議員の

選挙を日程に追加し、追加日程第８、選挙第６号として直ちに議題としたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、五色台広域施設組合議会議員の選挙を日程に追加し、追加日程第８、選

挙第６号として直ちに議題とすることに決定しました。 

◎追加日程第８ 選挙第６号 五色台広域施設組合議会議員選挙について 
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○議長（美野勝男君）    追加日程第８、選挙第６号、五色台広域施設組合議会議員

の選挙を行います。 

  お諮りします。 

  選挙の方法は、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選として議長から指

名したいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議長から指名することに決定しました。 

  五色台広域施設組合議会議員に、南昭和君、上柏睆亮君、七良浴光君、向井中洋二君、

小椋孝一君、美濃良和君を指名します。 

  ただいま指名のとおりで御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、五色台広域施設組合議会議員に、南昭和君、上柏睆亮君、七良浴光君、

向井中洋二君、小椋孝一君、美濃良和君が当選されました。 

  会議規則第３３条第２項の規定によって当選の告知をします。 

  お諮りします。 

  和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員が辞職されましたので、和歌山県後期高齢

者医療広域連合議会議員の選挙を日程に追加し、追加日程第９、選挙第７号として直ち

に議題としたいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙を日程に追加し、追加

日程第９、選挙第７号として直ちに議題とすることに決定しました。 

◎追加日程第９ 選挙第７号 和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員選挙について 

○議長（美野勝男君）    日程第９、選挙第７号、和歌山県後期高齢者医療広域連合

議会議員の選挙を行います。 

  お諮りします。 
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  選挙の方法は、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選として議長から指

名したいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議長から指名することに決定しました。 

  和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員に、田代哲郎君を指名します。 

  ただいま指名したとおりで御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、和歌山県後期高齢者医療広域連合議会議員に、田代哲郎君が当選されま

した。 

  会議規則第３３条第２項の規定によって当選の告知をいたします。 

  お諮りします。 

  紀の海広域施設組合議会議員が辞職されましたので、紀の海広域施設組合議会議員の

選挙を日程に追加し、追加日程第１０、選挙第８号として直ちに議題としたいと思いま

す。 

  これに御異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、紀の海広域施設組合議会議員の選挙を日程に追加し、追加日程第１０、

選挙第８号として直ちに議題とすることに決定しました。 

◎追加日程第１０ 選挙第８号 紀の海広域施設組合議会議員選挙について 

○議長（美野勝男君）    日程第１０、選挙第８号、紀の海広域施設組合議会議員の

選挙を行います。 

  お諮りします。 

  選挙の方法は、地方自治法第１１８条第２項の規定により指名推選として議長から指

名したいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議長から指名することに決定しました。 

  紀の海広域施設組合議会議員に、南昭和君、七良浴光君、美濃良和君を指名します。 

  ただいま指名したとおりで御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、紀の海広域施設組合議会議員に、南昭和君、七良浴光君、美濃良和君が

当選されました。 

  会議規則第３３条第２項の規定によって当選の告知をします。 

  しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午後 ３時４８分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ４時０７分） 

○議長（美野勝男君）    お諮りします。 

  執行部より議案第４１号、監査委員の選任の同意についてが提出されています。 

  監査委員の選任の同意について日程に追加し、追加日程第１１、議案第４１号として

直ちに議題としたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、監査委員の選任の同意についてを日程に追加し、追加日程第１１、議案

第４１号として直ちに議題とすることに決定しました。 

◎追加日程第１１ 議案第４１号 監査委員の選任の同意について 

○議長（美野勝男君）    日程第１１、議案第４１号、監査委員の選任の同意につい

て、議題とします。 

  本件について、美濃良和君の一身上に関する案件でありますので、地方自治法第１１

７条の規定により、美濃良和君の退場を求めます。 
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（美濃良和議員 退場） 

説明を願います。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    議案第４１号について御説明を申し上げます。監査委員の

選任の同意についてでございます。 

  次の者を監査委員に選任したいので、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１９

６条第１項の規定により議会の同意を求めるものでございます。 

  氏名は、美濃良和。 

  生年月日は、昭和２６年２月２５日。 

  住所は、紀美野町三尾川７６１番地でございます。 

  提案理由につきましては、前任者が平成２９年５月１０日をもって辞職したい旨の申

し出があり、これを承認したことに伴い、委員の選任をするための提案でございます。

どうかひとつ御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    これから質疑を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    これで質疑を終わります。 

  これから議案第４１号に対し討論を行います。 

  反対討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

  これで討論を終わります。 

  この採決は、起立によって行います。 

  議案第４１号は、原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願います。 

（起 立 多 数） 

○議長（美野勝男君）    起立多数です。 

  したがって、議案第４1号は、原案のとおり可決されました。 

  しばらく休憩します。 
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（美濃良和議員 入場） 

休 憩 

（午後 ４時１１分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午後 ４時１１分） 

○議長（美野勝男君）    次に、議員派遣の件について日程に追加し、議題としたい

と思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議員の派遣について日程に追加し、追加日程第１２として直ちに議題と

することに決定しました。 

◎追加日程第１２ 議員の派遣について 

○議長（美野勝男君）    日程第１２、議員の派遣について議題とします。 

  お諮りします。 

  本件については、会議規則第１２８条の規定に基づき、お手元に配付のとおり派遣す

ることにしたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、議員派遣の件は、お手元に配付のとおり派遣することに決定しました。 

  次に、閉会中の継続審査の申し出について日程に追加し、議題としたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、閉会中の継続審査の申し出について日程に追加し、追加日程第１３とし

て直ちに議題とすることに決定しました。 

◎追加日程第１３ 閉会中の継続審査の申し出について（産業建設常任委員会） 
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○議長（美野勝男君）    産業建設常任委員長から、目下、委員会において審査の中

の陳情第１号について、会議規則第７５条の規定によって、お手元に配付しました申出

書のとおり、閉会中の継続審査の申し出があります。 

  お諮りします。 

  委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しまし

た。 

  次に、委員会の閉会中の継続調査の申し出についての３件を日程に追加し、一括議題

としたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、委員会の閉会中の継続調査の申し出についての３件を日程に追加し、追

加日程第１４、追加日程１５及び追加日程第１６として一括し、直ちに議題とすること

に決定しました。 

◎追加日程第１４ 閉会中の継続調査の申し出について（総務文教常任委員会） 

◎追加日程第１５ 閉会中の継続調査の申し出について（産業建設常任委員会） 

◎追加日程第１６ 閉会中の継続調査の申し出について（議会運営委員会） 

○議長（美野勝男君）    追加日程第１４、閉会中の継続調査の申し出について、追

加日程１５、閉会中の継続調査の申し出について及び追加日程第１６、閉会中の継続調

査の申し出について一括議題とします。 

  初めに、総務文教常任委員長から、所管事務のうち、会議規則第７５条の規定によっ

て、お手元に配付のとおり、「特定事件の調査事項」について、閉会中の継続調査の申

し出があります。 

  お諮りします。 

  委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 
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  したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しまし

た。 

  次に、産業建設常任委員長から、所管事務のうち、会議規則第７５条の規定によって、

お手元に配付のとおり、「特定事件の調査事項」について、閉会中の継続調査の申し出

があります。 

  お諮りします。 

  委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しまし

た。 

  次に、議会運営委員長から、次期定例会（定例会までの間に開かれる臨時会を含む）

の会期日程等の議会運営に関する全ての事項について、会議規則第７５条の規定によっ

て、お手元に配付のとおり、閉会中の継続調査の申し出があります。 

  お諮りします。 

  委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定しまし

た。 

  以上で本日の日程は全部終了しました。 

  これで本日の会議を閉じます。 

  平成２９年第１回紀美野町議会臨時会を閉会します。 

（午後 ４時１６分） 
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